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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 黒毛和種の改良速度を速めるには、雌牛が若齢のうちに多くの受精卵を確保することが必要である。
そのためには、現在行われている年間4回の採卵技術に加え、分娩と分娩の間にさらに効率的に多くの
受精卵を確保する技術が求められる。本試験では発情周期をコントロールできる黄体ホルモン製剤を使
用し年間6回採卵した場合の採卵成績と採卵後の繁殖成績について検討した。

(1) 4回採卵区では総回収卵数が43.8個だったのに対し、6回採卵区では61.0個となり、6回採卵区
でより効率的に受精卵の回収ができた。

(2) 連続採卵後の人工授精では４回採卵区が7頭中7頭（100%）受胎したのに対し、6回採卵区では
8頭中5頭（63%）の受胎となり、受胎率は低下した。

(3) 過剰排卵処理に対しての反応性は個体毎に異なるため、採卵成績にはかなりの個体差がみ
られた。
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２ 期待される効果

(1) 6回連続採卵を実施することにより短期間により多くの受精卵を確保することができる。

(2) 6回目の採卵でもAランク卵の採取が可能である。

３ 適用範囲

 県内一円

４ 普及上の留意点

 6回連続採卵は短期間の内により多くの受精卵を確保できるので、改良速度を速める手法として有
効である。しかし、その場合はその後の繁殖成績に影響がでることも留意する必要がある。また、採
卵成績にはかなりの個体差があるので、6回連続採卵を実施するには個体の過剰排卵処理に対す
る反応性を考慮する必要がある。
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